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１．2026年10月期第１四半期の連結業績（2025年11月１日～2026年１月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年10月期第１四半期 46,707 7.7 4,990 24.5 6,227 23.4 3,943 △1.5

2025年10月期第１四半期 43,381 10.4 4,008 36.3 5,047 41.6 4,003 60.9
(注)包括利益 2026年10月期第１四半期 4,882百万円(△11.2％) 2025年10月期第１四半期 5,499百万円( 46.6％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年10月期第１四半期 32.75 －

2025年10月期第１四半期 33.26 －

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年10月期第１四半期 260,913 154,279 56.6

2025年10月期 248,205 151,107 58.2
(参考) 自己資本 2026年10月期第１四半期 147,645百万円 2025年10月期 144,485百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年10月期 － 10.00 － 14.00 24.00

2026年10月期 －

2026年10月期(予想) 10.00 － 14.00 24.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2026年10月期の連結業績予想（2025年11月１日～2026年10月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 92,800 △3.5 6,100 △35.4 8,200 △1.1 4,400 △29.9 36.54

通期 162,000 △5.0 7,200 △31.9 10,900 △18.4 6,400 46.1 53.15
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2026年10月期１Ｑ 133,184,612株 2025年10月期 133,184,612株

② 期末自己株式数 2026年10月期１Ｑ 12,762,240株 2025年10月期 12,761,542株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2026年10月期１Ｑ 120,422,620株 2025年10月期１Ｑ 120,373,402株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 有（任意）

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）

業績予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確実な要因
に係る本資料の発表日現在における仮定を前提としております。実際の業績は、今後さまざまな要因に
よって大きく異なる結果となる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に
あたっての注意事項等については、添付資料３ページ「１.当四半期決算に関する定性的情報（３）連
結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

（決算補足説明資料の入手方法について）
決算補足説明資料につきましては、2026年３月13日(金)に、当社コーポレートサイトに掲載する予定

です。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、個人消費や企業の設備投資が増加したことを

背景として、緩やかな回復が続きました。一方、ウクライナや中東情勢等の地政学的リスクの高ま

りに加え、為替動向や日中関係の悪化、米国の関税政策の影響など先行きは依然として不透明な状

況が続くことが予想されます。

このような情勢の下、当社グループにおきましては、2024年10月期を初年度とする中期経営計画

「KUMI STORY 2026」を策定し、企業価値の向上に向けた重点施策の遂行に全力で取り組んでおり

ます。

当第１四半期連結累計期間の売上高は、その他事業が前年を下回ったものの、農薬及び農業関連

事業、化成品事業が前年を上回ったことから、46,707百万円、前年同期比3,326百万円(7.7％)の増

加となりました。営業利益は、4,990百万円、前年同期比982百万円(24.5％)の増加となりました。

経常利益は、6,227百万円、前年同期比1,180百万円(23.4％)の増加となりました。親会社株主に帰

属する四半期純利益は、持分法適用関連会社の留保利益に対する税効果を計上したことにより、

3,943百万円、前年同期比60百万円(1.5％)の減少となりました。また、海外向け売上高の割合は

61.5％となりました。

セグメントの概況につきましては以下のとおりです。

セグメント

2025年10月期

第１四半期

2026年10月期

第１四半期
前年同期比

売上高
売上高

構成比
営業利益 売上高

売上高

構成比
営業利益

売上高

(増減率 ％)

営業利益

(増減率 ％)

百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 百万円

農薬及び

農業関連事業
34,628 79.8 3,604 37,791 80.9 4,604

3,163

(9.1)

1,000

(27.7)

化成品事業 5,941 13.7 558 6,660 14.3 672
718

(12.1)

114

(20.5)

その他 2,812 6.5 262 2,256 4.8 197
△556

(△19.8)

△65

(△24.9)

計 43,381 100.0 4,008 46,707 100.0 4,990
3,326

(7.7)

982

(24.5)

(注) １．前第１四半期連結累計期間のセグメントの営業利益には、調整額として主に各報告セグメントに配分してい

ない全社費用(報告セグメントに帰属しない一般管理費)416百万円が含まれております。

２．当第１四半期連結累計期間のセグメントの営業利益には、調整額として主に各報告セグメントに配分してい

ない全社費用(報告セグメントに帰属しない一般管理費)482百万円が含まれております。
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① 農薬及び農業関連事業

国内向けは、殺菌剤「ディザルタ」を含む水稲用箱処理剤、除草剤「エフィーダ」を含む水稲用

除草剤の販売が好調に推移したことなどから、前年同期を上回りました。

海外向けは、除草剤「アクシーブ」のオーストラリア向けの出荷が減少した一方、米国向けの出

荷がジェネリック参入を見据えた販促支援の強化により増加しました。

以上の結果、農薬及び農業関連事業の売上高は37,791百万円、前年同期比3,163百万円(9.1％)の

増加となりました。営業利益は4,604百万円、前年同期比1,000百万円(27.7％)の増加となりまし

た。

② 化成品事業

生成AIサーバー向け電子材料分野の需要が好調に推移したことから、ビスマレイミド類の出荷が

大きく増加しました。

以上の結果、化成品事業の売上高は6,660百万円、前年同期比718百万円(12.1％)の増加となりま

した。営業利益は672百万円、前年同期比114百万円(20.5％)の増加となりました。

③ その他

その他全体の売上高は2,256百万円、建設業において前年同期に複数の大型工事が完成したことな

どから、前年同期比556百万円(19.8％)の減少となりました。営業利益は197百万円、前年同期比65

百万円(24.9％)の減少となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末の総資産は260,913百万円で、前連結会計年度末に比べ12,708百万円

の増加となりました。これは主に現金及び預金ならびに受取手形、売掛金及び契約資産の増加等に

よるものです。

負債は106,633百万円で、前連結会計年度末に比べ9,535百万円の増加となりました。これは主に

短期借入金ならびに支払手形及び買掛金の増加等によるものです。

純資産は154,279百万円で、前連結会計年度末に比べ3,172百万円の増加となりました。これは主

に利益剰余金ならびに為替換算調整勘定の増加等によるものです。

自己資本比率は56.6％、１株当たり純資産は1,226円06銭となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2026年10月期の第２四半期連結累計期間及び通期の連結業績予想は、2025年10月期の決算発表時

（2025年12月12日)の業績予想から変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年10月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2026年１月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 21,982 30,001

受取手形、売掛金及び契約資産 38,965 46,215

商品及び製品 59,769 58,066

仕掛品 18,803 17,486

原材料及び貯蔵品 10,294 10,183

その他 4,374 2,587

貸倒引当金 △11 △10

流動資産合計 154,176 164,528

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物(純額) 23,358 23,789

機械装置及び運搬具(純額) 10,498 10,609

土地 12,342 12,357

建設仮勘定 1,804 1,322

その他(純額) 1,901 1,859

有形固定資産合計 49,903 49,935

無形固定資産

のれん 1,432 1,267

その他 1,070 1,111

無形固定資産合計 2,502 2,378

投資その他の資産

投資有価証券 38,640 40,937

長期貸付金 588 588

繰延税金資産 1,083 1,105

退職給付に係る資産 12 8

その他 1,702 1,833

貸倒引当金 △402 △400

投資その他の資産合計 41,623 44,071

固定資産合計 94,028 96,385

資産合計 248,205 260,913
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年10月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2026年１月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 23,039 26,137

短期借入金 36,782 50,247

未払金 8,651 2,845

未払法人税等 2,012 930

賞与引当金 1,865 568

その他 1,669 2,502

流動負債合計 74,017 83,230

固定負債

長期借入金 14,324 13,058

繰延税金負債 3,940 5,613

役員退職慰労引当金 464 403

退職給付に係る負債 3,469 3,484

資産除去債務 44 45

その他 840 801

固定負債合計 23,081 23,404

負債合計 97,098 106,633

純資産の部

株主資本

資本金 4,534 4,534

資本剰余金 37,502 37,502

利益剰余金 110,394 112,652

自己株式 △9,184 △9,184

株主資本合計 143,247 145,504

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,243 2,619

為替換算調整勘定 △1,651 △1,114

退職給付に係る調整累計額 645 635

その他の包括利益累計額合計 1,238 2,141

非支配株主持分 6,622 6,634

純資産合計 151,107 154,279

負債純資産合計 248,205 260,913
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2024年11月１日
至 2025年１月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2025年11月１日
至 2026年１月31日)

売上高 43,381 46,707

売上原価 33,823 36,265

売上総利益 9,558 10,443

販売費及び一般管理費 5,550 5,452

営業利益 4,008 4,990

営業外収益

受取利息 32 16

受取配当金 93 99

貸倒引当金戻入額 － 3

持分法による投資利益 886 1,373

為替差益 125 －

その他 100 51

営業外収益合計 1,236 1,543

営業外費用

支払利息 153 162

貸倒引当金繰入額 29 －

為替差損 － 127

その他 16 17

営業外費用合計 197 307

経常利益 5,047 6,227

特別利益

固定資産処分益 5 1

補助金収入 1 －

受取保険金 8 －

特別利益合計 13 1

特別損失

固定資産処分損 21 12

特別損失合計 21 12

税金等調整前四半期純利益 5,039 6,216

法人税等 943 2,250

四半期純利益 4,096 3,965

非支配株主に帰属する四半期純利益 92 22

親会社株主に帰属する四半期純利益 4,003 3,943
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2024年11月１日
至 2025年１月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2025年11月１日
至 2026年１月31日)

四半期純利益 4,096 3,965

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 66 389

為替換算調整勘定 △19 △55

退職給付に係る調整額 △1 △10

持分法適用会社に対する持分相当額 1,359 593

その他の包括利益合計 1,404 916

四半期包括利益 5,499 4,882

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 5,423 4,846

非支配株主に係る四半期包括利益 77 35



クミアイ化学工業株式会社(4996) 2026年10月期 第１四半期決算短信

－ 8 －

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用）

税金費用について、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後

の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

（セグメント情報等の注記）

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 2024年11月１日 至 2025年１月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

報告セグメント

その他
（百万円）
(注)１

合計
（百万円）

調整額
（百万円）
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額

（百万円）
(注)３

農薬及び
農業関連
（百万円）

化成品
（百万円）

計
（百万円）

売上高

(1)外部顧客への売上高 34,628 5,941 40,569 2,812 43,381 － 43,381

(2)セグメント間の内部
売上高又は振替高

1 14 15 1,006 1,021 △1,021 －

計 34,629 5,956 40,585 3,818 44,403 △1,021 43,381

セグメント利益 3,604 558 4,162 262 4,424 △416 4,008

(注) １ その他の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、賃貸事業、発電及び売電事業、建設

業、印刷事業、物流事業、人材派遣事業等を含んでおります。

２ セグメント利益の調整額△416百万円は、主に各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全

社費用は、報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 2025年11月１日 至 2026年１月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

報告セグメント

その他
（百万円）
(注)１

合計
（百万円）

調整額
（百万円）
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額

（百万円）
(注)３

農薬及び
農業関連
（百万円）

化成品
（百万円）

計
（百万円）

売上高

(1)外部顧客への売上高 37,791 6,660 44,451 2,256 46,707 － 46,707

(2)セグメント間の内部
売上高又は振替高

1 13 14 934 949 △949 －

計 37,792 6,673 44,465 3,191 47,656 △949 46,707

セグメント利益 4,604 672 5,276 197 5,473 △482 4,990

(注) １ その他の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、賃貸事業、発電及び売電事業、建設

業、印刷事業、物流事業、人材派遣事業等を含んでおります。

２ セグメント利益の調整額△482百万円は、主に各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全

社費用は、報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産にかかる償却費を含む。）及びのれんの償却額は、

次のとおりであります。

前第１四半期連結累計期間
(自 2024年11月１日
至 2025年１月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2025年11月１日
至 2026年１月31日)

減価償却費 1,246百万円 1,342百万円

のれんの償却額 166百万円 166百万円
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（重要な後発事象）

（譲渡制限付株式報酬としての自己株式の処分）

当社は、2026年２月20日（以下「本割当決議日」といいます。）開催の取締役会において、下記のとおり、自己株

式の処分（以下「本自己株式処分」又は「処分」といいます。）を行うことについて決議いたしました。

１．処分の概要

① 処分期日 2026年３月19日

② 処分する株式の種類及び数 当社普通株式50,500株

③ 処分価額 １株につき720円

④ 処分総額 36,360,000円

⑤ 処分先及びその人数並びに処分株式の数 当社取締役(社外取締役を除く) ６名 32,500株

取締役を兼務しない執行役員 ８名 18,000株

２．処分の目的及び理由

当社は、2020年12月14日開催の取締役会において、当社の社外取締役を除く取締役（以下「対象取締役」といいま

す。）に対する長期的なインセンティブの付与及び株主価値の共有を目的として、対象取締役を対象とする新たな報

酬制度として、譲渡制限付株式報酬制度（以下「本制度」といいます。）を導入することを決議し、また、2021年１

月28日開催の第72回定時株主総会において、本制度に基づき、譲渡制限付株式取得の出資財産とするための金銭報酬

（以下「譲渡制限付株式報酬」といいます。）として、対象取締役に対して、年額１億円以内の金銭債権を支給する

こと及び本制度の譲渡制限付株式の譲渡制限期間として払込期日又は処分期日から30年間とすることにつき、ご承認

をいただいております。

なお、当社は、2021年２月19日開催の取締役会において、当社の取締役を兼務しない執行役員（以下、対象取締役

と総称して「対象取締役等」といいます。）を対象に、対象取締役に対するものと同様の本制度を導入することにつ

いても決議しております。本制度の概要等につきましては、以下のとおりです。

（本制度の概要等）

対象取締役等は、本制度に基づき当社から支給された金銭債権の全部を現物出資財産として払込み、当社の普通株

式について発行又は処分を受けることとなります。また、本制度により当社が対象取締役に対して発行又は処分する

普通株式の総数は、年150,000株以内とし、その１株当たりの払込金額は、各取締役会決議の日の前営業日における東

京証券取引所における当社の普通株式の終値（同日に取引が成立していない場合は、それに先立つ直近取引日の終

値）を基礎として当該普通株式を引き受ける対象取締役等に特に有利な金額とならない範囲において、取締役会が決

定します。

また、本制度による当社の普通株式の発行又は処分に当たっては、当社と対象取締役等との間で譲渡制限付株式割

当契約を締結するものとし、その内容としては、①対象取締役等は、一定期間、譲渡制限付株式割当契約により割当

てを受けた当社の普通株式について、譲渡、担保権の設定その他の処分をしてはならないこと、②一定の事由が生じ

た場合には当社が当該普通株式を無償で取得すること等が含まれることといたします。

今回は、社外取締役を主たる構成員とする指名・報酬委員会の諮問を経たうえで、本制度の目的、当社の業況、各

対象取締役等の職責の範囲及び諸般の事情を勘案し、各対象取締役等の更なるモチベーションの向上と株主の皆様と

の一層の価値共有を進めることを目的といたしまして、金銭債権合計36,360,000円（以下「本金銭債権」といいま

す。）を付与し、当該金銭報酬債権の払い込みにより普通株式50,500株を割り当てることといたしました。また、本

制度の導入目的である長期的なインセンティブの付与及び株主価値の共有を実現するため、譲渡制限期間を30年とし

ております。

本自己株式処分においては、本制度に基づき、割当予定先である対象取締役等14名が当社に対する本金銭債権の全

部を現物出資財産として払込み、当社の普通株式（以下「本割当株式」といいます。）について処分を受けることと

なります。本自己株式処分において、当社と対象取締役等との間で締結される譲渡制限付株式割当契約（以下「本割

当契約」といいます。）の概要は、下記３．のとおりです。
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３．本割当契約の概要

（1）譲渡制限期間 2026年３月19日から2056年３月19日まで

（2）譲渡制限の解除条件

対象取締役等が譲渡制限期間中、継続して、当社の取締役、取締役を兼務しない執行役員、監査役、使用人、顧問

又は相談役その他これに準ずる地位のいずれかの地位にあることを条件として、本割当株式の全部について、譲渡制

限期間の満了時点で譲渡制限を解除する。

（3）譲渡制限期間中に、対象取締役等が任期満了又は定年その他正当な事由により退任又は退職した場合の取扱い

①譲渡制限の解除時期

対象取締役等が、当社の取締役、取締役を兼務しない執行役員、監査役、使用人、顧問又は相談役その他これに準

ずる地位のいずれの地位からも任期満了又は定年その他正当な事由（死亡による退任又は退職を含む。）により退任

又は退職した場合には、対象取締役等の退任又は退職の直後の時点をもって、譲渡制限を解除する。

②譲渡制限の解除対象となる株式数

①で定める当該退任又は退職した時点において対象取締役等が保有する本割当株式の数に、本割当決議日を含む月

から対象取締役等の退任又は退職日の属する月までの在職期間（月単位）を12で除した数（当該得られる数が１を超

える場合は、１とする）を乗じた数の株数（ただし、計算の結果、単元株未満の端数が生ずる場合は、これを切り捨

てる。）とする。

（4）当社による無償取得

当社は、譲渡制限期間満了時点又は上記(3)で定める譲渡制限解除時点において、譲渡制限が解除されない本割当株

式について、当社は当然に無償で取得する。

（5）株式の管理

本割当株式は、譲渡制限期間中の譲渡、担保権の設定その他の処分をすることができないよう、譲渡制限期間中は、

対象取締役等が野村證券株式会社に開設した専用口座で管理される。当社は、本割当株式に係る譲渡制限等の実効性

を確保するために、各対象取締役等が保有する本割当株式の口座の管理に関連して野村證券株式会社との間において

契約を締結している。また、対象取締役等は、当該口座の管理の内容につき同意するものとする。

（6）組織再編等における取扱い

譲渡制限期間中に、当社が消滅会社となる合併契約、当社が完全子会社となる株式交換契約又は株式移転計画その

他の組織再編等に関する事項が当社の株主総会（ただし、当該組織再編等に関して当社の株主総会による承認を要し

ない場合においては、当社の取締役会）で承認された場合には、取締役会の決議により、当該時点において対象取締

役等が保有する本割当株式の数に、本割当決議日を含む月から組織再編等承認日を含む月までの月数を12で除した数

（当該得られる数が１を超える場合は、１とする）を乗じた数（ただし、計算の結果、単元株未満の端数が生ずる場

合は、これを切り捨てる。）の株式について、組織再編等効力発生日の前営業日の直前時をもって、これに係る本譲

渡制限を解除する。また、本譲渡制限が解除された直後の時点において、譲渡制限が解除されていない本割当株式の

全部を、当社は当然に無償で取得する。

４．払込金額の算定根拠及びその具体的内容

割当予定先に対する本自己株式処分は、本制度に基づき当社の第78期事業年度の譲渡制限付株式報酬として支給さ

れた金銭債権を出資財産として行われるものです。処分価額につきましては、恣意性を排除した価額とするため、

2026年２月19日（取締役会決議日の前営業日）の東京証券取引所プライム市場における当社の普通株式の終値である

720円としております。これは、取締役会決議日直前の市場株価であり、合理的で、かつ特に有利な価額には該当しな

いものと考えております。
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2026年３月13日

クミアイ化学工業株式会社

取締役会 御中

アーク有限責任監査法人

東京オフィス

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 雛鶴 義男

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 松本 芳和

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられているクミアイ化学工業株式会社の2025年11月１日から

2026年10月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2025年11月１日から2026年１月31日まで）及び第１四

半期連結累計期間（2025年11月１日から2026年１月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借

対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務

諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（た

だし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていな

いと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。

期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記

載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適

用される規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責

任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

その他の事項

会社の2025年10月31日をもって終了した前連結会計年度の第１四半期連結会計期間及び第１四半期連結累計期間に係

る四半期連結財務諸表並びに前連結会計年度の連結財務諸表は、それぞれ、前任監査人によって期中レビュー及び監査

が実施されている。前任監査人は、当該四半期連結財務諸表に対して2025年３月７日付けで無限定の結論を表明してお

り、また、当該連結財務諸表に対して2026年１月27日付けで無限定適正意見を表明している。

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記

載の省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による

重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用すること

が含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国におい

て一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項

に定める記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を

開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。
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四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手

続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される

年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四半

期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計

基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成

されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性

が認められる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要

な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又

は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づ

いているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及

び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成

基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認めら

れないかどうかを評価する。

・四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。

監査人は、単独で監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発

見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている

場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を

行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以 上

(注) １．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータ及びHTMLデータは期中レビューの対象には含まれていません。


